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認第１号
「令和４年度藤枝市一般会計歳入歳出決算の認定について」

決算常任委員会

問 

藤
枝
市
民
大
学
の
初
年
度

と
し
て
の
評
価
を
伺
う
。

答 

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ

っ
た
た
め
、
広
い
会
場
に
場
所

を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
を
設
け
、
講
義
を

中
継
す
る
こ
と
に
よ
り
、
応
募

者
全
員
に
受
講
い
た
だ
け
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、『
と
て
も

実
り
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
学

ん
で
い
き
た
い
』
と
の
声
も
多

数
あ
り
、
今
後
も
様
々
な
学
び

が
で
き
る
よ
う
、
事
業
を
続
け

て
い
き
た
い
。

問 

高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成

費
の
評
価
を
伺
う
。

答 

令
和
４
年
度
か
ら
開
始
し

た
事
業
で
あ
り
、
件
数
的
に
も

ま
だ
周
知
等
の
余
地
は
あ
る
が
、

申
請
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
医

療
機
関
や
販
売
店
へ
の
浸
透
が

見
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
も

周
知
等
に
努
め
た
い
。

問 

博
物
館
入
館
料
等
、
文
学
館
入
館
料
等
の
歳

入
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
と
比
較
し
て
金
額
が

大
幅
に
伸
び
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

答	

令
和
４
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
令
和
３

年
度
と
比
較
す
る
と
軽
減
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

文
学
館
の
絵
本
展
は
子
供
を
対
象
に
親
子
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
企
画
展
を
心
が
け
、
そ
れ
が
大
ヒ

ッ
ト
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
博
物
館
の
歴
史
展
も

町
田
市
に
あ
る
美
術
館
か
ら
貴
重
な
資
料
を
借
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
質
の
高
い
展
示
が
で
き
た
こ

と
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
来

館
者
が
あ
り
入
館
料
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

問 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
設
置

推
進
事
業
費
に
つ
い
て
、
昨
年

度
と
比
較
し
て
件
数
が
大
幅
に

伸
び
て
お
り
、
成
果
が
見
ら
れ

る
が
そ
の
理
由
を
伺
う
。

答 

50
世
帯
以
上
が
入
る
共
同

住
宅
に
設
置
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
簡
易

タ
イ
プ
の
安
価
な
も
の
を
助
成

の
対
象
と
し
た
こ
と
で
設
置
す

る
方
の
自
己
負
担
額
が
減
っ
た

こ
と
な
ど
が
要
因
と
考
え
て
い

る
。

９月の定例月議会では、15日、19日、20日、21日の４日間で決算常任委員会を開催し、
令和４年度一般会計歳入歳出決算及び病院事業会計決算を審査しました。

ここでは主な質疑の内容をお知らせします。

市長へ令和４年度決算の「事業評価書」を提出し、市長から来年
度の施策に反映していきたいとの前向きな回答がありました。
同時に、３常任委員会から「提言書」の提出も行いました。

事業評価書
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問 

女
性
創
業
支
援
事
業
費
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
の
事
業

の
成
果
を
伺
う
。

答 

各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
を

68
名
の
方
に
受
講
い
た
だ
い
た
。

問 

講
座
を
受
講
し
、
起
業
さ

れ
た
方
の
起
業
後
の
状
況
調
査

な
ど
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答 

起
業
後
の
経
営
状
況
や
、

困
り
事
な
ど
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
継
続
的
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
る
。

問 

令
和
４
年
度
に
策
定
業
務

が
行
わ
れ
た
第
４
期
の
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
に

お
い
て
、
重
視
し
た
点
を
伺
う
。

答 

平
成
20
年
に
第
１
回
の
認

定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
３
期
15

年
取
り
組
ん
で
き
た
中
で
、
第

４
期
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
に
ぎ
わ
い
回

復
を
ま
ず
第
１
点
に
策
定
を
し

た
。
ま
た
、
居
住
人
口
を
増
や

す
こ
と
も
大
き
な
目
標
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
駅
前
一
丁

目
９
街
区
、
６
街
区
の
再
開
発

事
業
を
中
心
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
合
わ
せ
て
59
事
業
を
計
画

に
盛
り
込
ん
だ
。

認第７号
「令和４年度　藤枝市病院事業会計決算の認定について」

問 

令
和
４
年
度
途
中
か
ら
専
用

車
両
に
な
っ
た
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
カ
ー
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

答 

焼
津
市
立
総
合
病
院
、
志
太

消
防
本
部
と
の
３
者
協
議
に
お
い

て
定
期
的
に
検
証
を
行
い
、
よ
り

機
能
的
な
運
用
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
救

急
科
の
専
門
医
師
も
現
在
10
名
ま

で
充
実
し
て
き
て
お
り
、
引
き
続

き
検
証
を
し
な
が
ら
よ
り
良
い
運

用
に
努
め
た
い
。

問 

近
年
導
入
し
て
い
る
高
額
医

療
機
器
が
病
院
に
も
た
ら
し
た
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

ま
ず
１
点
は
人
材
確
保
の
点

で
、
最
先
端
の
医
療
に
触
れ
て
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
意
欲

の
あ
る
若
手
の
医
師
の
確
保
に
つ

な
が
る
点
、
も
う
１
点
は
様
々
な

時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
件
数

に
貢
献
す
る
ほ
か
、
被
ば
く
量
の

減
少
な
ど
患
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

決算常任委員会のようす
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９月定例月議会で審議された議案

議案番号 議　　案　　名

認第１号 令和４年度藤枝市一般会計歳入歳出決算の認定について

認第２号 令和４年度藤枝市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認第３号 令和４年度藤枝市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について

認第４号 令和４年度藤枝市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認第５号 令和４年度藤枝市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認第６号 令和４年度藤枝市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認第７号 令和４年度藤枝市病院事業会計決算の認定について

認第８号 令和４年度藤枝市水道事業会計決算の認定について

認第９号 令和４年度藤枝市下水道事業会計決算の認定について

第６１号 令和５年度藤枝市一般会計補正予算（第４号）

第６２号 令和５年度藤枝市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

第６３号 令和５年度藤枝市土地取得特別会計補正予算（第１号）

第６４号 令和５年度藤枝市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第６５号 令和５年度藤枝市病院事業会計補正予算（第１号）

第６６号 字の区域の変更について

第６７号 市有財産の取得について（議場音響システム）

第６８号 建設工事請負契約の締結について（（仮称）新岡部みわ保育園建築工事）

第６９号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

第７０号 農業委員会委員の任命について

第７１号 教育委員会委員の任命について

発議案第８号 脱炭素と自然再興に貢献する循環型経済の推進を求める意見書

◆出席した全議員が認めた議案

人
事
案
件

次の人事案件について、本議会は、同意しました。

◆第６９号議案

　固定資産評価審査委員会委員

　増田　和宏さん（駅前一）

◆第７０号議案

　農業委員会委員

　杉村　金光さん（寺島）

◆第７１号議案

　教育委員会委員

　福與　繁太郎さん（大洲五）

44

可
決
さ
れ
た
議
員
発
議

議員提案による発議案（意見書1件）が提出され、原案のとおり可決しましたのでお知らせします。

詳細はQRコードからご覧ください。

発議案第８号　脱炭素と自然再興に貢献する循環型経済の推進を求める意見書

「概略」

循環型経済関連ビジネスを新たな成長産業として位置づけ、脱炭素と自然再興に貢献する

循環型経済の実現を目指した特段の取組を求めるものです。



常任委員会審査レポート常任委員会審査レポート
ピックアップ！

総務委員会 本会議可決第６１号議案
令和５年度藤枝市一般会計補正予算（第４号）

・せとや陶芸村宿泊・滞在拠点整備事業費　5,000万円
・旧東海道日本遺産・茶文化発信拠点整備事業費　5,000万円

　民間事業者が行う施設整備に対して補助を行うもの。両
事業とも5,000万円の補助のうち半分の2,500万円は国の
交付金を活用。せとや陶芸村宿泊・滞在拠点整備事業につ
いては宿泊施設の増加が陶芸村構想の方針と、旧東海道日
本遺産・茶文化発信拠点整備事業については茶文化発信や
市内への誘客が市の目的と合致していることを確認したた
め、委員会としても可決すべきものと決定しました。

健康福祉教育委員会

第６８号議案

建設工事請負契約の締結について
（（仮称）新岡部みわ保育園建築工事）　3億3,220万円
　現在の岡部みわ保育園の老朽化や水害対策等のため、
新しい園舎を建設する契約です。新しい園舎は、発達支
援の強化や食育・体づくりの推進に力を入れた整備が行
われるとともに、災害時に利活用ができ、水害にも対応
した施設となる予定です。安全な保育を継続するために
必要と判断し、委員会としても可決すべきものと決定し
ました。

建設経済環境委員会 本会議可決第６１号議案
令和５年度藤枝市一般会計補正予算（第４号）

～生活応援キャッシュレス還元事業費　２億円～
　市民生活への物価高騰の影響を緩和し、市内経済の回復を図るため、キ
ャッシュレス決済を活用した消費喚起対策を行うもの。多数の方が利用で
きるよう、地区交流センターのデジタル支援員による支援を行っていくこ
となどを確認し、委員会としても可決すべきものと決定しました。

本会議可決
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一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。 　 一般質問

鳥
害
を
防
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
餌
や
り
に
よ
る
鳥
害
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
鳥
害
は
環
境
面
・
景
観
面
か
ら
も
大
変
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
条
例
に
よ
る
実
効
性
の
確
保
が
有
効
で
あ
る
。

そ
こ
で
、良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
目
的
と
す
る『
藤

枝
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
』
を
改
正
し
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
野
鳥
へ
の
餌
や
り
に
よ
る
迷
惑
行
為

を
市
内
全
域
で
禁
止
す
る
内
容
を
盛
り
込
み
、
市
独
自

の
立
入
調
査
権
等
を
中
心
に
、
違
反
者
へ
の
清
掃
指
導

や
勧
告
、
罰
則
を
追
加
規
定
し
、
糞
害
防
止
に
早
急
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
た
だ
ち
に
市
民
へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
条
例
の

改
正
案
を
11
月
定
例
月
議
会
に
提
出
、
来
年
４
月
の
条

例
施
行
を
目
指
し
て
い
く
。

指
定
避
難
所
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問
屋
外
が
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所
の
、
屋
内
へ
の
指
定

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
屋
外
の
み
が
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所
す
べ
て
に
お

い
て
、
屋
内
施
設
の
活
用
を
速
や
か
に
進
め
て
い
く
。

　
　

原
地
区
の
指
定
避
難
所
で
あ
る
大
谷
川
公
園
に
つ
い

て
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
茶
町
大
谷
線
整
備
事
業
の

完
了
を
見
据
え
、
藤
枝
中
央
小
学
校
の
避
難
所
指
定
の

手
続
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

岡
出
山
・
益
津
地
区
の
指
定
避
難
所
で
あ
る
市
民
会

館
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
と
本
年
４
月
に

交
わ
さ
れ
た
基
本
協
定
の
中
で
、
本
施
設
を
避
難
所
等

と
し
て
開
放
す
る
旨
の
一
文
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
指

定
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

藤
新
会

議
員

山
川
　
智
己

河
川
の
草
刈
り
は
行
政
の
責
任
で

問
昨
年
９
月
議
会
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
行
政
が
管
理
す

る
河
川
の
草
刈
り
は
、
行
政
が
主
と
な
っ
て
行
う
べ
き

で
あ
る
。
酷
暑
で
の
重
労
働
、
出
不
足
料
徴
収
の
事
実

上
の
強
制
な
ど
、
市
民
の
不
満
は
強
い
。

答
草
刈
り
は
管
理
者
で
あ
る
市
の
責
務
。
本
年
度
導
入
し
た

草
刈
り
機
の
台
数
増
、
自
治
会
代
表
と
市
及
び
県
を
含
め

た
協
議
会
に
お
い
て
よ
り
良
い
仕
組
み
を
検
討
す
る

市
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
推
進
策
の
転
換
を

問
情
報
漏
洩
や
強
引
な
紙
の
保
険
証
廃
止
な
ど
、
国
民
の

不
信
は
強
い
。
市
も
国
と
連
携
し
カ
ー
ド
普
及
を
促
進

し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
平

等
に
負
担
が
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
事
を
目
指

し
て
お
り
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
重
要
な
ツ
ー
ル
。
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
、

市
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
今

後
も
国
の
政
策
と
連
動
し
て
い
く
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
今
や
、
こ
れ
で
納
得
す
る
市
民
が
い
る
の
か
。

答
国
は
秋
ま
で
の
総
点
検
を
示
し
、
７
月
に
お
い
て
実
施

し
た
実
態
調
査
で
は
異
常
な
か
っ
た
。
不
安
を
払
拭
す

る
の
が
重
要
と
考
え
る
。

問
対
象
と
な
る
個
人
情
報
は
数
十
億
、
限
ら
れ
た
期
間
で

総
点
検
は
出
来
な
い
と
デ
ジ
タ
ル
庁
自
身
も
認
め
て
い

る
。
紙
の
保
険
証
廃
止
や
、
戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
を
付
す

作
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
何
も
問
題
な
か
っ
た
の
に
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
の
為
に
市
の
職
員
は
無
駄
な
作
業
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
職
員
の
立
場
か
ら
も
政
策
の
転
換
が
必
要
。

答
一
時
的
に
作
業
が
増
え
る
事
が
想
定
さ
れ
る
が
、
適
正

に
稼
働
す
れ
ば
、
効
率
化
が
進
み
負
担
軽
減
に
な
る
。

日
本
共
産
党

議
員

石
井
　
通
春

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
に
対
す
る
所
見

答
令
和
元
年
度
の
地
場
産
品
ル
ー
ル
の
厳
格
化
に
よ
り
大

幅
に
寄
付
額
が
減
少
し
た
が
、
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
発
揮
し
、
寄
附
額
を
伸
ば
す
余
地
は
十
分
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
本
市
の
返
礼
品
の
現
状
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う

答
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
現
在
９
８
０
品
目
で
あ
る
が

幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
を
図
り
、
特
に
ジ
ェ
ラ
ー

ト
、
入
浴
剤
、
イ
チ
ゴ
、
家
具
等
が
人
気
の
上
位
を
占
め

て
お
り
、
今
後
は
全
国
で
人
気
の
高
い
新
規
の
取
扱
い
や

既
存
商
品
の
魅
力
向
上
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
額
す
る
た
め
の
取
組
み
を
伺
う

答
本
年
度
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
行

動
分
析
を
取
り
入
れ
た
広
告
戦
略
に
刷
新
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
内
で
情
報
が
効
果
的
に
表
示
さ
れ
、
よ

り
多
く
の
方
を
誘
導
す
る
手
法
に
転
換
し
て
お
り
、
効

果
的
に
寄
附
拡
大
に
結
び
付
け
て
い
く
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
部
署
を
設
置
す
る
考
え
が
あ
る
か

伺
う

答
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
は
企

画
政
策
課
が
所
管
し
、
新

規
返
礼
品
の
開
発
に
つ
い

て
は
、
産
業
振
興
部
や
ス

ポ
ー
ツ
文
化
観
光
部
と
連

携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

今
後
体
制
の
さ
ら
な
る
強

化
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
専
門
の
部
署
の
設

置
も
検
討
し
て
い
く
。

藤
新
会

議
員

小
林
　
和
彦
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一般質問 　 一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

更
な
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の
実
現
に
向
け
て

【
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
】

問
特
別
に
配
慮
の
必
要
な
子
ど
も
の
現
状
と
傾
向

答
未
就
学
園
児
６
３
６
人
（
15
・
１
％
）
公
立
の
通
常
学

級
在
籍
の
小
学
校
８
７
７
人
（
12
％
）
中
学
校
４
０
２

人（
11
・
１
％
）特
別
支
援
学
級
小
学
校
１
８
７
人（
２
・

５
％
）
中
学
校
84
人
（
２
・
２
％
）
全
体
と
し
て
増
加

傾
向
に
あ
る
。

問
課
題
の
あ
る
園
児
保
育
に
財
政
支
援
等
拡
大
で
き
る
か

答
人
材
確
保
・
育
成
な
ど
保
育
体
制
強
化
は
喫
緊
の
課
題
。

早
期
改
善
の
た
め
職
員
の
加
配
に
係
る
本
市
独
自
の
特

別
支
援
事
業
に
対
す
る
補
助
金
を
来
年
度
拡
大
す
る
。

問
障
が
い
に
特
化
し
た
〔
ガ
ゼ
ル
の
森
支
援
部
〕
に
は
入

園
待
機
児
童
が
い
る
。
支
援
が
で
き
る
こ
と
は
あ
る
か

答
ガ
ゼ
ル
の
森
の
〔
親
子
・
並
行
通
園
事
業
〕
を
来
年
度

か
ら
市
が
実
施
す
る
、
地
域
の
園
で
障
が
い
児
の
保
育

で
き
る
よ
う
に
令
和
７
年
度
か
ら
（
仮
称
）
新
岡
部
み

わ
保
育
園
の
研
修
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
講
座
や
、

体
験
型
実
務
研
修
な
ど
実
施
し
発
達
支
援
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

問
実
現
に
向
け
た
本
市
の
考
え
は

答
社
会
全
体
の
価
値
観
や
モ
ノ
の
見
方
が
変
わ
り
人
間
関

係
も
希
薄
と
な
っ
て
、
孤
独
感
や
孤
立
感
を
感
じ
て
い

る
若
者
や
高
齢
者
も
増
え
て
い
る
こ

と
も
事
実
。
大
切
な
の
は
幼
少
期
か

ら
の
「
心
の
教
育
」
偏
見
や
差
別
を

な
く
し
人
権
感
覚
を
育
む
温
か
な
教

育
の
環
境
を
作
り
、
よ
り
良
い
生
き

方
を
追
求
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

川
島
美
希
子

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ

に
つ
い
て

問
サ
ッ
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
の
進
捗
状
況
と
展
示
内

容
に
つ
い
て

答
１
０
０
周
年
記
念
と
し
て
特
設
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
、
文

化
の
拠
点
で
あ
る
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
内
に
開
設
す
る
方

針
。
１
０
０
周
年
終
了
後
に
蹴
球
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
常
設
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
を
並
行
し
て
進
め
て

い
く
。

　

展
示
内
容
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
周
年
の
歩
み
や
長
谷

部
選
手
を
は
じ
め
と
し
た
本
市
出
身
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
選

手
に
関
す
る
も
の
、
藤
枝
東
高
校
や
藤
枝
順
心
高
校
な

ど
ユ
ー
ス
年
代
に
関
す
る
も
の
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

か
ら
の
借
用
品
な
ど
と
併
せ
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
、
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
。

問
記
念
式
典
な
ど
周
年
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

答
市
制
施
行
70
周
年
事
業
と
一
体
的
に
展
開
し
て
い
く
。

記
念
式
典
は
来
年
１
／
27
に
行
う
予
定
。

　

全
国
自
治
体
職
員
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
の
開
催
な
ど
実
行

委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
も
の
を
具
体
化
し
て
い
く
。

問
次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

答
文
化
資
源
ま
た
産
業
や
観
光
資
源
と
し
て
世
界
と
つ
な

が
り
、
国
際
的
な
交
流
が
全
市
的
に
波
及
す
る
蹴
球
都

市
ふ
じ
え
だ
を
目
指
し
て
い
く
。

問
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
の
Ｊ
１
ラ
イ
セ
ン
ス
申
請
に
お
け
る
対

応
に
つ
い
て

答
Ｊ
１
に
昇
格
後
３
年
以
内
に
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
計
画
書

を
提
出
し
、
そ
の
後
５
年
以
内
に
完
成
さ
せ
る
８
年
の

猶
予
を
受
け
ら
れ
る
例
外
適
用
制
度
を
活
用
し
、
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。

藤
新
会

議
員

多
田
　
　
晃

岡
出
山
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

【
藤
枝
旧
市
街
地
エ
リ
ア
に
新
た
な
人
の
流
れ
の
創
出
】

問
岡
出
山
公
園
の
今
後
の
構
想
に
つ
い
て
伺
う
。　

答
山
頂
広
場
に
お
い
て
は
、
起
伏
の
あ
る
山
頂
部
分
の
平

坦
化
を
行
い
、
志
太
平
野
を
一
望
で
き
る
眺
望
を
よ
り

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
進
め
る
。
ま

た
、
忠
霊
塔
に
つ
い
て
は
、
園
内
の
低
地
に
新
た
に
整

備
し
て
い
く
。

問
岡
出
山
小
路
の
整
備
目
的
と
果
た
す
役
割
、機
能
を
伺
う
。

答
岡
出
山
公
園
や
旧
東
海
道
エ
リ
ア
に
集
積
す
る
神
社
仏

閣
へ
と
誘
導
す
る
「
結
節
点
」
と
し
て
の
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
提
供
す
る
た
め
に

整
備
す
る
。
ふ
じ
え
だ
花
回
廊
の
新
拠
点
と
し
て
も
考

え
て
い
る
。

問
こ
れ
ら
の
整
備
を
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
に
ど
う
つ
な
げ
る

か
伺
う
。

答
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
回
遊
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施

し
、
来
訪
者
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
出
店
や
、
空
き
家
の
利
活
用
に
よ
り
、
移
住

定
住
を
促
し
て
い
く
。

問
日
本
遺
産
構
成
文
化
財
内
へ
の
宿
泊
施
設
建
設
の
具
体

的
な
内
容
を
伺
う
。

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

岡
村
　
好
男

岡出山小路イメージ図

答
大
慶
寺
の
境
内
の
一
角
に
宿
坊
を

建
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
観
光
庁

の
補
助
事
業
を
活
用
し
建
設
を
す

る
。
木
造
２
階
建
て
、
一
日
一
組

限
定
の
宿
泊
施
設
で
あ
り
、
来
年

度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。　
　
　

77



一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。 　 一般質問

洪
水
・
水
害
対
策
等
に
つ
い
て

【
多
発
す
る
洪
水
・
水
害
に
備
え
て
！
】

問
常
任
委
員
会
で
も
視
察
を
行
っ
た
兵
庫
県
高
砂
市
で
は
、

被
害
軽
減
の
明
確
な
目
標
を
掲
げ
た
総
合
治
水
推
進
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
志
太
地
域
流
域
治
水
協
議
会

に
お
け
る
今
後
の
治
水
計
画
で
、
災
害
時
の
対
策
内
容

の
ほ
か
に
、
具
体
的
な
目
標
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

答
「
水
災
害
対
策
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
県
や
各
市
が
実

施
す
る
具
体
的
な
対
策
内
容
と
、
効
果
、
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
で
は
、
２
０
２
１
年
か
ら
自

治
体
向
け
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
水
害
時
の
保
険
金
支
払

い
の
た
め
に
調
査
し
た
被
災
家
屋
の
写
真
や
被
害
状
況

を
、
罹
災
証
明
書
発
行
の
資
料
と
し
て
無
償
提
供
す
る

協
定
を
45
市
町
村
と
結
び
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
導
入
を
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い

ま
す
。

答
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
三

井
住
友
海
上
の
水
害
支
援
サ
ー
ビ

ス
は
、
被
災
者
へ
の
迅
速
な
罹
災

証
明
書
の
発
行
に
大
い
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

本
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
向
け
、
災

害
時
の
相
互
の
情
報
伝
達
方
法
な

ど
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、
関
係

部
局
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
明
党

議
員

山
本
　
信
行

こ
ど
も
の
創
造
性
を
藤
枝
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
活
か

す
か
に
つ
い
て

問
こ
ど
も
基
本
条
例
制
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う

答
市
は
庁
内
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
制
定
方
針
を
決
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
達
が
参
画
す
る
会
議
や

集
ま
り
も
存
在
し
、
様
々
な
分
野
で
こ
ど
も
達
の
意
見

を
聞
き
、
反
映
し
て
い
く
。

問
こ
ど
も
達
の
意
見
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
際
の
方
法
や

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
こ
ど
も
達
の
意
見
を

収
集
し
、
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
を
高
め
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
く
。

問
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
海
外
留
学
を
希
望
す
る
中
高
校
生
に

対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
国
や
民
間
等
の
支
援
制
度
が
あ
る
中
で
、
市
と
し
て
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。

問
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を
実
現
・
重
視
す
る
一
方
で
、

学
校
現
場
や
保
育
現
場
に
関
わ
る
大
人
へ
の
保
護
施
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
は
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
や
第
三
者
委
員
な
ど
を

通
じ
て
、
大
人
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る
。

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

八
木
　
　
勝

障
害
児
が
保
育
園
に
入
れ
な
い

保
育
士
不
足
の
打
開
を

問
保
育
士
不
足
で
障
害
児
が
入
園
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。

児
童
福
祉
法
で
は
、
保
護
者
が
必
要
と
す
る
時
保
育
す

る
の
は
市
の
責
任
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
。

答
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
保
育
の

受
け
皿
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
各
施
設
の
体
制
に
つ

い
て
も
予
算
の
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

問
全
て
の
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、
市
独
自
で
、

保
育
士
の
待
遇
改

善
を
進
め
る
な
ど

思
い
切
っ
た
予
算

対
応
で
保
育
士
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

答
待
遇
改
善
は
国
の

責
任
で
全
国
一
律

で
進
め
る
べ
き
。

道
の
駅
構
想
の
実
効
性
は

問
道
の
駅
（
仮
）
せ
と
や
の
運
営
は
、
ど
う
な
る
か
。
こ

れ
ま
で
通
り
、（
株
）
ふ
る
さ
と
瀬
戸
谷
を
指
定
す
る

の
か
。

答
未
定
で
あ
る
。
構
想
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
運
営
主
体

と
す
る
た
め
選
定
基
準
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
道
の
駅
（
仮
）
か
り
や
ど
に
集
客
性
・
採
算
性
は
あ
る

の
か
。

答
採
算
性
を
含
め
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
検
討

し
て
い
く
。

日
本
共
産
党

議
員

さ
と
う
ま
り
こ

「障害を見える化」全員に壁の
向こうが見える支援が必要

子どもの創造性
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一般質問 　 一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

教
員
志
願
者
減
少
の
中
に
お
け
る
本
市
の
取
り
組
み

問
「
教
師
塾
」
の
近
年
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
均
合
格
率
は
、
県
全
体
の
合
格
率
約
26
％
に
対
し
、

ふ
じ
え
だ
教
師
塾
は
65
％
以
上
の
高
い
水
準
を
維
持
し

て
い
る
。
教
師
塾
の
具
体
的
で
協
働
的
な
演
習
や
講
座

の
過
程
を
通
し
て
、
塾
生
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
教
師

像
を
描
き
、
教
師
へ
の
志
を
強
く
持
ち
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
「
教
師
塾
」
の
今
後
の
役
目
に
つ
い
て
伺
う
。

答
教
員
は
、
採
用
直
後
か
ら
学
級
経
営
や
教
科
の
指
導
を

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
一

人
で
子
ど
も
た
ち
に
向
か
い
合
う
。
し
た
が
っ
て
資
質

や
能
力
を
備
え
る
こ
と
は
勿
論
、
教
員
と
し
て
の
自
覚

と
覚
悟
を
確
か
な
も
の
に
し
、
採
用
後
間
も
な
い
教
員

で
あ
っ
て
も
大
き
な
責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、「
教
師
塾
」
を
立
ち
上
げ
た
。
昨
今

教
員
志
願
者
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、「
ふ

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

問
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
か
つ
て
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
と
言
わ
れ
た

も
の
で
、
や
り
過
ぎ
は
悪
影
響
が
あ
る
と
し
て
批
判
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
年
収
数
億
円
に
も
な
る
プ
ロ

選
手
も
現
れ
、
国
体
の
種
目
に
も
採
用
さ
れ
る
な
ど
、

大
き
く
発
展
し
て
い
る
。
今
後
も
市
場
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
て
い
る
が
、
藤
枝
市
で
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
、
誘
致
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

答
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
中
で
競
技
人
口
、
観
戦
人
口
が
拡

大
し
て
お
り
、
若
年
層
の
参
加
や
、
集
客
力
・
拡
散
力

の
高
さ
が
注
目
さ
れ
、
市
場
規
模
も
急
速
に
拡
大
し
て

お
り
ま
す
。
来
年
は
、
藤
枝
市
の
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
１

０
０
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
る
が
、
そ
の
記
念
事
業
と

し
て
、
総
合
運
動
公
園
の
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

活
用
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
誘

致
し
て
開
催
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国
体
の
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
種
目
の
サ
ッ
カ
ー
部
門
の
予
選
大
会
を
藤
枝
市

藤
の
ま
ち
未
来

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

遠
藤
久
仁
雄

議
員

鈴
木
　
岳
幸

保
育
士
の
処
遇
改
善
策
に
は

問
基
本
分
単
価
の
賃
上
げ
は

答
国
は
人
事
院
勧
告
を
反
映
し
、
基
本
分
単
価
を
見
直
し

て
は
い
る
が
、
他
の
職
種
に
比
べ
る
と
乖
離
し
て
い
る

が
、
市
が
独
自
に
変
更
す
る
こ
と
は
、
出
来
な
い
。

問
藤
枝
型
独
自
加
算
は
可
能
か
？

答
各
種
補
助
金
を
保
育
施
設
等
に
交
付
し
、
支
援
し
て
い

る
が
こ
の
補
助
金
を
独
自
加
算
と
し
、
使
途
別
に
加
算

す
る
給
付
費
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
が
効
果
的
か
ど
う

か
、
他
の
自
治
体
の
事
例
も
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い
く
。

問
保
育
士
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
で
処
遇
改
善
が
！

答
県
及
び
県
が
認
定
し
た
団
体
が
実
施
主
体
と
な
る
、
本

市
で
実
施
中
の
「
障
害
児
保
育
分
野
」
の
研
修
に
加
え
、

今
後
は
近
隣
市
町
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

の
実
施
や
、
安
全
・
安
心
な
保
育
・
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

学
校
管
理
下
（
私
会
計
）
に
あ
る
給
食
費
は
？

答
給
食
費
は
令
和
６
年
度
か
ら
公
会
計
化
と
な
る

　

現
在
の
学
校
給
食
費
会
計
制
度
を
見
直
し
、
自
治
体
予

算
に
組
み
込
み
、
安
定
的
な
事
業
実
施
と
併
せ
多
様
な
納

付
方
法
に
よ
る
保
護
者
の
利
便
性
の
向
上
や
、
未
納
者
へ

の
対
応
、
公
平
性
や
透
明
性
と
い
う
点

か
ら
令
和
６
年
度
か
ら
段
階
的
に
実
施

し
て
い
く
。
現
在
の
給
食
費
を
学
校
管

理
で
は
な
く
市
の
会
計
で
取
り
扱
う
事

と
し
、
次
に
徴
収
方
法
や
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
を
検
討
し
、
健
全
な
学
校
給

食
の
運
営
を
実
現
す
る
。

藤
新
会

議
員

神
戸
　
好
伸

ふじえだ教師塾

ｅスポーツの市場規模は
どんどん拡大しています

じ
え
だ
教
師
塾
」
に
は
、

教
師
を
志
望
し
て
い
る

人
た
ち
が
希
望
を
抱
き
、

志
を
つ
ら
ぬ
く
支
援
的

機
能
が
今
後
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
併
せ
て
教
員
養

成
大
学
へ
の「
教
師
塾
」

の
紹
介
や
他
市
町
へ
の

呼
び
か
け
を
通
じ
、
教

職
へ
の
関
心
が
高
ま
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
う
。

で
の
開
催
を
誘
致

す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
が
、
そ
の

後
の
上
位
大
会
の

北
信
越
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
も
藤

枝
市
内
で
開
催
で

き
る
よ
う
に
働
き

掛
け
て
い
き
た
い
。
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一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。 　 一般質問

本
市
に
お
け
る
６
次
産
業
化
の
進
展
に
つ
い
て

問
６
次
産
業
化
が
本
市
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

答
本
市
で
開
発
さ
れ
た
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
苺
ス
イ
ー
ツ

な
ど
は
藤
枝
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
認
定
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
成
功
モ
デ
ル
と
認
識
し
て
い

る
。
６
次
産
業
化
は
所
得
の
増
加
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

と
考
え
る
。

問
６
次
産
業
の
観
点
か
ら
の
本
市
の
強
み
は

答
本
市
は
県
内
有
数
の
有
機
農
業
の
先
進
地
で
あ
り
、
意

欲
溢
れ
る
有
機
農
業
者
の
存
在
や
、
有
機
農
産
物
を
活

用
し
た
６
次
産
業
化
が
本
市
の
強
み
で
あ
る
。

問「
藤
枝
市
農
商
工
連
携
・
６
次
産
業
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
成
果
と
進
展
に
つ
い
て

答
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
は
一
八
一
名
の
会
員
が
登
録
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
一
〇
三
件
の
商
品
開
発
が
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
約
六
割
が
製
造
・
販
売
を
継
続
し
て
い
る
。
さ

ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
首
都
圏

の
販
路
開
拓
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
エ
ン
ト

リ
ー
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
よ
り
消

費
拡
大
を
進
め
る
。

問
農
業
と
観
光
の
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
農
業
や
自
然
に
新
た
な
価
値
を
創
造
し
観
光
に
繋
げ
る

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
民
間
や
団
体
の
取
組
と
一

本
市
に
お
け
る
地
域
防
災
に
つ
い
て

問
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
台
帳
に
つ
い
て
、
現
状
は
台

帳
の
情
報
開
示
の
範
囲
な
ど
の
表
記
が
曖
昧
と
な
っ
て

い
な
い
か
？

答
見
直
し
を
行
な
い
分
か
り
や
す
い
も
の
に
改
善
し
て
い

く
問
台
帳
に
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
も
記
載
箇
所
が
あ
る
為
、

提
出
し
て
頂
く
に
あ
た
っ
て
例
え
ば
一
世
帯
ご
と
に
専

用
の
封
筒
を
用
意
し
て
封
を
し
て
提
出
す
る
な
ど
の
方

法
を
と
っ
て
は
い
か
が
か
？

答
提
案
さ
れ
た
方
法
も
含
め
て
個
人
情
報
に
配
慮
し
た
収

集
方
法
を
検
討
す
る

問
先
日
の
夜
間
訓
練
だ
け
で
な
く
普
段
の
訓
練
に
お
い
て

も
避
難
者
が
い
わ
ゆ
る
「
お
客
さ
ん
」
に
な
っ
て
し
ま

わ
な
い
為
に
、
避
難
所
の
開
設
運
営
は
自
主
防
災
会
を

主
と
し
た
避
難
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
言
う
事
を

市
民
に
対
し
充
分
に
周
知
で
き
て
い
る
か
？

答
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
に
つ
い
て
繰
り
返
し
の
訓
練

を
お
願
い
し
、
避
難
者
が
よ
り
主
体
的
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
く

問
平
成
24
年
以
降「
警
戒
警
報
発
令
型
」の
訓
練
か
ら「
突

発
地
震
発
令
型
」
の
訓
練
に
切
り
替
わ
り
、
訓
練
の
内

容
は
変
化
し
て
い
る
の
か
？

答
変
更
後
は
発
災
後
の
訓
練
を
中
心
に
市
と
防
災
関
係
機

関
、
地
域
住
民
が
連
携
し
た
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救

助
訓
練
・
救
護
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上

と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る

認
知
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
認
知
症
な
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ペ
ー
ジ
を
藤
枝
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き
な
い
か
。

答
市
の
「
認
知
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
」
と
い
う
冊
子

に
は
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
独

立
さ
せ
て
今
年
中
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
く
。

問
国
で
は
「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知

症
基
本
法
」
が
成
立
し
た
。
認
知
症
の
方
へ
の
対
策
と

し
て
市
で
の
個
人
賠
償
責
任
保
険
の
導
入
と
条
例
制
定

を
求
め
た
い
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
保
険
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
社
会
参
加
を
継
続
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

条
例
制
定
に
つ
い
て

も
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
支
え
合
い
、
共

生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
内
容
と
し
た
も

の
を
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
に
お
け
る
妊
産
婦
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
静
岡
県
助
産
師
会
で
は
自
治
体
と
の
災
害
時
に
お
け
る

妊
産
婦
支
援
の
協
定
締
結
を
進
め
て
い
る
。
藤
枝
市
で

も
協
定
の
締
結
が
出
来
な
い
か
。

答
県
助
産
師
会
と
は
日
ご
ろ
か
ら
連
携
し
て
い
る
が
、
災

害
時
及
び
災
害
に
備
え
る
平
時
の
連
携
を
強
化
す
る
た

め
、
連
携
協
定
の
締
結
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

藤
の
ま
ち
未
来

藤
新
会

公
明
党

議
員

増
田
　
克
彦

議
員

大
石
　
心
平

議
員

大
石
　
保
幸

藤枝産緑茶を使用
したクラフトビール

市が発行している
認知症ガイドブック

体
と
な
り
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。「
藤
枝
お
ん
ぱ
く
」

で
は
複
数
の
エ
ン
ト
リ
ー
で

農
業
体
験
を
観
光
資
源
と
し

て
人
を
呼
び
込
み
、
好
評
を

博
し
て
い
る
。
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一般質問 　 一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

熱
中
症
対
策
で
望
ま
れ
る
屋
外
労
働
者
へ
の
支
援
・
補
助

問
熱
中
症
リ
ス
ク
を
も
ろ
に
受
け
、

ま
た
、
冷
房
設
備
等
の
設
置
が
不

可
能
な
屋
外
労
働
者
（
建
設
・
土

木
業
、
農
林
・
造
園
業
、
警
備
業

等
）
を
対
象
に
、
熱
中
症
予
防
に

効
果
の
高
い
「
送
風
フ
ァ
ン
付
作
業
服
」
等
の
購
入
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
が
所
見
を
伺
う
。

答
平
成
28
年
度
に
施
行
し
た
「
従
業
員
労
働
環
境
改
善
事

業
費
補
助
金
」
に
屋
外
労
働
者
を
は
じ
め
と
し
た
現
場

作
業
員
を
熱
中
症
リ
ス
ク
か
ら
守
る
た
め
「
熱
中
症
予

防
グ
ッ
ズ
」
を
支
援
対
象
に
加
え
る
方
向
で
検
討
す
る
。

問
そ
の
制
度
は
法
人
対
象
と
思
う
が
、
農
家
や
個
人
事
業

者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
、
法
人
で
な
い
労
働
者
に

は
ど
う
対
策
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答
そ
の
対
象
や
基
準
に
つ
い
て
は
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
な
ど
関
連
機
関
と
協
議
し
慎
重
に
検
討
す
る
。

問
法
人
・
個
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
拘
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
現
場
作
業
員
に
公
平
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届

く
よ
う
制
度
設
計
を
お
願
い
し
た
い
。

問
炎
天
下
で
朝
か
ら
晩
ま
で
作
業
す
る
屋
外
労
働
者
に

と
っ
て
は
予
防
グ
ッ
ズ
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
「
生

命
維
持
装
置
」
で
あ
る
。
そ
う
い
う
重
要
な
物
品
を
支

援
対
象
に
加
え
る
と
の
答
弁
に
感
謝
す
る
が
、
い
つ
の

実
現
を
目
標
に
検
討
さ
れ
る
か
伺
う
。

答
令
和
６
年
度
の
予
算
化
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問
国
の
「
熱
中
症
予
防
モ
デ
ル
事
業
」
交
付
金
制
度
の
活

用
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

平
井
　
　
登

市
民
だ
れ
も
が
歌
え
る
藤
枝
市
歌
を

～
市
制
施
行
70
周
年
を
機
に
～

問
70
周
年
に
向
け
て
市
歌
を
広
め
て
み
て
は
？

答
　
市
歌
に
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
郷
土
や
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
て
、
未
来
を
切
り
開
く
気
概
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
郷

土
愛
や
温
故
知
新
の
精
神
に
強
く
共
感
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
機
を
と
ら
え
て
、
市
歌
を
幅
広
い
層
に
広
め
、

郷
土
愛
を
育
み
、
夢
や
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
未
来
を
築
い
て

い
く
こ
と
は
、
大
変
意
義
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
的
な
行
事
や

学
校
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
、
市

民
の
皆
様
の
我
が
ま
ち
へ
の
誇

り
を
高
め
る
よ
う
力
を
入
れ
て

ゆ
く
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
病
院
経
営
と

本
市
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て

問
今
後
の
病
院
経
営
と
が
ん
の
経
済
的
負
担
は
？

答
　
先
般
の
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
表
し
た
適
切

な
予
防
対
策
は
、
命
を
救
う
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
も
期
待
で
き
、
予
防
可
能
な
が
ん
に
よ
る

経
済
的
負
担
は
１
兆
円
越
え
と
い
う
推
計
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
本
市
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
が

ん
予
防
策
が
、
経
済
的
な
見
地
か
ら
も
そ
の
有
用
性
が

裏
付
け
さ
れ
た
。

　
　

今
後
も
引
き
続
き
、
定
期
的
な
が
ん
検
診
や
が
ん
治
療

と
就
労
の
両
立
支
援
な
ど
多
面
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

藤
新
会

議
員

植
田
　
裕
明

市
内
の
除
草
計
画
に
つ
い
て

問
藤
枝
市
内
の
道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の
至
る
所
に
お

い
て
雑
草
が
生
い
茂
り
、
見
た
目
に
お
い
て
も
、
道
路

の
安
全
面
に
お
い
て
も
決
し
て
手
入
れ
が
出
来
て
い
る

と
は
思
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

答
市
が
管
理
す
る
い
わ
ゆ
る
官
地
に
お
い
て
は
、
職
員
の

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

問
現
状
を
見
る
限
り
決
し
て
出
来
て
い
る
と
は
思
え
な
い

状
況
で
あ
る
た
め
今
後
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
？
ま
た
各
町
内
会
等
に
謝
礼
金
を
出
し
て
お
願
い
し

て
い
る
部
分
に
お
い
て
も
高
齢
化
や
過
疎
化
に
お
い
て

町
内
会
で
は
や
り
き
れ
な
い
部
分
が
出
て
き
て
い
る
。

ま
た
謝
礼
金
の
額
に
お
い
て
も
妥
当
な
金
額
と
は
か
け

離
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

答
各
町
内
会
等
と
し
っ
か
り

話
し
合
い
の
機
会
を
設
け
、

お
互
い
の
意
識
統
一
を
図

り
、
市
と
市
民
で
よ
り
良

い
解
決
方
法
を
見
つ
け
て

い
く
。

河
川
等
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

問
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
も
一
年
を
通
じ
て
河
川
や

公
園
の
ゴ
ミ
や
違
法
駐
車
問
題
が
生
じ
て
い
る
が
市
は

ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
く
の
か
？

答
こ
ち
ら
に
お
い
て
も
各
町
内
会
等
と
話
し
合
い
現
状
を

把
握
し
た
上
で
、
対
策
、
解
決
方
法
を
考
え
て
い
く
。

藤
新
会

議
員

薮
崎
　
正
幸

送風ファン付作業服
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一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。 　 一般質問

議会運営委員会行政視察

東村山市の視察の様子

選挙管理委員会との意見交換会は早急に行う必要があるとともに、今後は、
市長選、市議選の都度振り返る必要があると考える。また、主権者教育の枢
要となる教育委員会との意見交換会や議会タウンミーティングにおける投票
率向上についての議論も重要だと感じた。

令和５年７月６日　東京都東村山市

投票率向上について 内　容

完成してみて不便と感じる点はいくつかあったようで、特にセキュリティ対策については完成後に改修したとのことであっ
た。設計段階でいかに様々な点について模擬実験していけるか、建設中や完成後の改修費用を限りなくゼロにしていくこと
は重要であり、本市でも設計段階での入念なシミュレーションは必要と考える。

令和５年７月７日　埼玉県越谷市

新庁舎建設について内　容

生
活
道
路
の
整
備
状
況
等
と
無
電
柱
化
に
つ
い
て

問
生
活
道
路
の
補
修
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
内
会
や
市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
等
に
よ
り
、

異
常
個
所
の
早
期
発
見
に
努
め
補
修
を
実
施
し
、
昨
年

度
は
１
、
５
５
５
件
の
通
報
が
あ
っ
た
。
道
路
な
ど
の

損
傷
を
発
見
し
た
ら
、
そ
の
場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
場
所
や
現
場
の
写
真
な
ど
を
簡
単
に
通
報
で
き
る

「
道
路
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
よ
り
迅
速

な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
地
元
要
望
に
よ
る
道
路
整
備
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

答
令
和
元
年
度
に
お
い
て
各
町
内
会
の
優
先
順
位
１
位
の

も
の
と
通
学
路
整
備
な
ど
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
係
る

１
５
７
件
を
選
定
し
、
優
先
し
て
事
業
着
手
す
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
末
現
在
、
１
２
５
件
の

事
業
に
着
手
。

問
無
電
柱
化
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答
本
市
で
は
国
の
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
」
に
参
画

し
、
道
路
空
間
を
車
中
心
か
ら
人
中
心
の
空
間
へ
転
換

す
る
取
組
を
し
て
い
る
。
今
後
10
年
間
の
『
無
電
柱
化

推
進
計
画
』
の
策
定
に
着
手
。「
藤
枝
駅
北
口
周
辺
無

無
会
派

議
員

池
田
　
　
博

電
柱
化
事
業
連
絡
会
議
」
を

発
足
し
た
。
ま
た
、
駅
南
口

周
辺
で
は
駅
と
商
業
施
設
や

公
共
施
設
を
結
ぶ
路
線
や
歩

行
者
通
行
量
の
多
い
路
線
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
な

路
線
等
も
無
電
柱
化
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

議員研修会を開催しました

令和５年７月21日（金）、本市情報デジタル推
進課長による、【生成ＡＩ「Ｃｈａｔ　ＧＰＴ」
体験研修会】を聴講しました。
ＣｈａｔＧＰＴでの文章を作成や要約などの活
用事例の実演により、議員活動への活用の可能
性や課題などを考える貴重な機会となりました。
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健康福祉教育委員会行政視察

岡山市の視察の様子

岡山市では「高齢者が、介護が必要になっても住み慣れた地域で安心して暮
らすことができる社会の構築」をコンセプトに、在宅介護に力を入れている。
また、高齢者の社会参加活動「ハタラク」は、実際に介護利用者が軽作業な
どの「業務」を行うことによって謝礼を得ることができる仕組みで、要介護
の状態であっても社会とかかわりを持ち、意欲と能力を維持して就労や社会
活動につなげていく有意義な取り組みである。

令和５年７月１１日　岡山県岡山市

「総合特区（高齢者活躍推進事業）」の取り組みについて内　容

脳科学の視点を取り入れ、妊娠期から15歳までの16年間が重要だとして、『16か年教育』を標榜し、睡眠、食事、コミュニケー
ションを重視した取り組みを行っている。また、基礎学力の定着と家庭学習の習慣化を目的とした、「おの検定」という独
自の検定制度を創設したことで、漢字、計算、英語、体力のそれぞれの分野で個々のレベルに応じた取り組みができ、家庭
学習時間の充実や学習意欲の継続につながっている。

令和５年７月１２日　兵庫県小野市

「夢と希望の教育、おの検定」の取り組みについて内　容

総務委員会行政視察

高崎市の視察の様子

新庁舎になり、以前と比べ行政手続き以外で庁舎を訪れる市民が増えたとのこと。市民交流スペースで談笑する方、仕事を
する方や勉強する学生等も見受けられるそうである。ワンストップサービスなどの仕組みなども実際に見ることができた。

令和５年７月２４日　千葉県市川市

新庁舎の建設について 内　容

前橋市の新議会庁舎は行政機能と議会機能を持つものであった。多目的トイレやスロープ、十分な幅を確保した通路などが

令和５年７月２５日　群馬県前橋市

新市議会庁舎の設備と機能（防災拠点機能含む）について内　容

高齢化や後継者不足などで閉店する店が後を絶たない現状の中、地域住民に愛
され続けている飲食店にスポットを当て、その魅力をインターネットやＳＮＳ
を活用して、首都圏在住者や本市への来訪者、また、世界に向けて発信する市
民応援型のプロモーション事業。この事業は国内外でも高い評価を受けている。

令和５年７月２６日　群馬県高崎市

絶メシリストについて内　容

建設経済環境委員会行政視察

高砂市の視察の様子

令和５年７月２６日　兵庫県高砂市

平成23年の台風12号で甚大な水害を被ったことをきっかけに、高砂市総合
治水推進計画を策定。「ながす」河川下水道対策、校庭や公園での雨水貯留
等の「ためる」流域対策、浸水ハザードマップ・氾濫予測等の情報提供など
の「そなえる」減災対策を総合治水の３本柱とし、水害リスクの軽減を図る
ためのさまざまな対策を推進している。

総合治水の推進について 内　容

平成30年７月豪雨からの復旧に向け、「土砂対策プロジェクトチーム」を設置。農林、河川、道路等、各担当課にわかれて
いた業務を一元化し、災害工事の優先順位の調整や、地元要望への対応などをプロジェクトチームで行い、効率的・効果的
な災害復旧に努めた。

令和５年７月２７日　広島県三原市

平成30年７月豪雨に対する対応とその後の水害対策について内　容

市が保有している資源を最大限活用し、温暖化対策の推進や再生可能エネルギーの普及の取組として、民間事業者と連携し
「マイクロ水力発電」を市内で２機導入。経済的なリスクを負わずに収益を得ていることのほか、2050年のゼロカーボンシ
ティに向けて、市が積極的に取り組んでいる。

令和５年７月２８日　京都府長岡京市

マイクロ水力発電について内　容

印象的であった。経年劣化や地震等によるコンクリート躯体のひび割れを抑
制するプレストレストコンクリートという強度や耐久性に優れた構造材料を
使用していた。
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指定避難所を変更した事例もあり、市民会
館や他施設の利用など市に要望していく。

当 日 の 回 答

市役所の駐車場や公園など屋外が
避難所になっていることについて

質 　 　 　 問

そ の 後 の 対 応

９月定例月議会で
一般質問しました。

山間部の鳥獣被害の対策に
ついて

質 　 　 　 問

現状を把握し、今後の対策
について検討、要望していく。

当 日 の 回 答学校に伝える。市内の高校は県、
私立なので市としてどうするか協
議していく。交通安全対策につい
ては、議会としても行政とともに
今後も引き続き取り組んでいく。

当 日 の 回 答

高校生の交通マナーに困っている。

質 　 　 　 問

危険箇所については、地元と話
し合いながら要望していく。地
元の方からも学校へも直接伝え
てほしい。

当 日 の 回 答

中学校、小学校の通学路について
裏道となっており交通量も多く
危険な個所がある

質 　 　 　 問

１月20日㈯14：00 〜 16：00	 瀨戸谷地区交流センター１月20日㈯14：00 〜 16：00	 瀨戸谷地区交流センター
	 高洲地区交流センター	 高洲地区交流センター
１月28日㈰14：00 〜 16：00	 稲葉地区交流センター１月28日㈰14：00 〜 16：00	 稲葉地区交流センター
	 市民ホールおかべ	 市民ホールおかべ

※変更となる場合があります。※変更となる場合があります。

タウンミーティング
次回の開催予定 

　市議会では、市民の皆様から広く意見を聴く機会として、議員と市民の皆様との意見交換会を

実施しています。コロナで中止していましたが、ようやく再開することができました。議会活動

の状況報告後、参加された104名の皆様から多くのご意見等をいただきました。いただいた貴重

なご意見等については、議会として、一般質問や決算常任委員会等でとりあげ、誠意をもって取

り組んで参ります。

そのほかのご意見等は、こちらからご覧いただけます。

農業従事者の担い手不足、手放し
たい従事者の増加について把握し
ている。重要な課題ととらえ、市
とともに取り組んでいく。

当 日 の 回 答

農業従事者の高齢化等により農地
を手放したい人が増えている。農
地を守るという事でなんらかの手
だてをとって欲しい。

質 　 　 　 問

▷

◦コンポストについて	 　９月決算常任委員会で質問しました
◦課題ある子どもの入園について	
◦市内の草刈りについて	 　９月定例月議会で一般質問しました
◦サッカーミュージアムについて	

その他の取り組み

1414



全長52メートル、幅10メートル、商店街
から岡出山公園までを整備する計画。地域
の活性化につながるよう要望していく。

当 日 の 回 答

岡出山公園、岡出山小路の話を
詳しく聞きたい。

質 　 　 　 問

そ の 後 の 対 応

９月定例月議会で
一般質問しました。

蓮華寺池公園の駐車場対策について

質 　 　 　 問

イベント時など大型バスを遠くに駐車する
等対応しているが、満車や渋滞については
議会としても声を上げている。加えて、藤
枝市全体の交通環境の整備も要望していく。

当 日 の 回 答

そ の 後 の 対 応

９月決算常任委員会で
質問しました。

議員と市民との意見交換会
（議会タウンミーティング）を開催！！

令和５年度

７月22日（土）14：00 〜	藤枝地区交流センター 【参加者14人】
	 広幡地区交流センター 【参加者27人】
７月23日（日）14：00 〜	葉梨地区交流センター 【参加者54人】
	 大洲地区交流センター 【参加者９人】

４年振
り

台数が足りていないので引き続き近隣の駐車
場を借り上げていく等努力している。渋滞の
要因が駐車場の不足だけと考えず、市ととも
にしっかり検討していく。

当 日 の 回 答

市立病院周辺道路の渋滞につい
て対策は？

質 　 　 　 問

そ の 後 の 対 応

９月決算常任委員会で
質問しました。

地域の声を聞くことについて。若
者やこどもの意見を聞くというのを
どう考えているか。こどもたちの
声をどうやって拾うか考えてほしい。

質 　 　 　 問

市としてもこどもまん中社会に取り組んでい
る。議会としても、大学生の意見を聞く機会
を設けており、今後は若者やこどもも含め幅
広く広聴の場を設けていく。

当 日 の 回 答

そ の 後 の 対 応

９月定例月議会で
一般質問しました。
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　11月定例月議会は、11月20日から12月14日までの25日間で開かれる予定です。

11月市議会定例月議会

※藤枝市議会ホームページでもご覧いただけます。http://fujieda.gijiroku.com/g07_Nittei_Month.asp

11月20日　本会議１日目　※議案上程等
　　29日　本会議２日目　※一般質問
　　30日　本会議３日目　※一般質問
12月１日　本会議４日目※一般質問・議案質疑等

　　４日　現地審査
　　５日　常任委員会
　　６日　常任委員会　
　　14日　本会議５日目※・採決等

「学童で工作の秋」
撮影：浅野直美さん

「紅葉の秋」
（撮影場所：滝ノ谷不動狭）

撮影：寺田 清さん

「きくの秋」
（撮影場所：田中城下屋敷）

撮影：寺田 清さん

応募イラスト・
写真コーナー

テーマテーマ
「〇〇の秋」「〇〇の秋」

　市議会では、年４回（６月・８月・１１月・２月）ふじえだ市
議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、より市
民に親しまれる「ふじえだ市議会だより」にするため、表紙の
写真を募集します。

※詳細については、藤枝市議会ホームページをご覧いただくか、
議会事務局へお問い合わせください。

◦応募の締め切り
2月５日号掲載の締切⇒令和５年11月29日㈬

・写真の場合…市内で撮影された人物・四季折々の風景・
まつり・学校行事・地域行事等の各種イベントの写真

・イラストの場合…市内在住、通勤、通学の方が作成した
イラスト等

◦募集する写真・イラスト等

・写真の場合…市内で撮影されたもの。
・イラストの場合…市内在住、通勤、通学の方が作成した

イラスト等

◦応募上の条件

住所・氏名（フリガナ）・電話番号・写真の場合（撮影場
所・撮影日時・タイトルを記入の上）、議会事務局へメー
ル、もしくは郵送・持参してください。

◦応募方法

市議会広報広聴委員会で決定し、掲載します。
◦選考方法

お問い合わせ
藤枝市議会事務局（市議会広報広聴委員会）
住　所：〒426-8722　藤枝市岡出山1-11-1
電　話：054-643-3552
メール：gikai@city.fujieda.shizuoka.jp

テーマ「市内のお出かけスポット」※好きな場所表紙の写真・イラスト等募集！

・被写体が人物の場合又は個人の所有物である場合は、必
ず被写体ご本人（未成年者の場合は保護者）又は、所有
者の承諾を得てください。

・採用作品の著作権は、市議会に帰属するものとします。
・ご応募いただいた写真は原則返却いたしませんので、予

めご了承ください。

藤枝市議会だより227号の人事案件の農業委員会委員の「村松節生」様とありましたが、正しくは「松村節生」様でした。
訂正してお詫びいたします。

訂正とお詫び

問い合わせ【議会事務局】　☎６４３－３５５２

Facebook「藤枝市議会」で
議会活動情報を
随時更新しています

　藤枝市議会では、ホームページ、
市議会だよりに加え、議会の情報発
信を強化し、より多くの方に議会への
関心をもっていただくために、随時投
稿しています。ぜひ、ご覧ください。
https://www.facebook.com/
fujiedashigikai/?locale=ja_JP

議会は藤枝市議会
ホームページでも
ご覧いただけます

　藤枝市議会ホームページで
は、本会議のライブ中継と録
画放映を行っています。市民
生活に直結した重要な問題の
審議をぜひご覧ください。

議会を傍聴できます

　議会は、どなたでも傍聴することができ
ます。予約不要ですのでお気軽にお越し
ください。市役所５階の傍聴受付で傍聴
券を受けとれば、傍聴でき
ます。 住所、氏名などの
記入は、不要です。
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